
シュミート取引によって人の手に引き取られた孤児た
ちの処遇も、早急に解決策を見つけなくてはなりません。
孤児たちを野生復帰させるには、孤児たちを健康に育
てるばかりでなく、対象地域の選定、生態学的影響評価、
病気感染の有無など多くの条件を検討しなければなり
ません。それには多額の費用がかかります。さまざま
な分野の専門家の協力も必要でしょう。内戦中のコン
ゴは残念ながらまだそれが可能な状況ではありませんが、
ぎりぎりまで孤児たちを救う可能性を探っていこうと
思います。こうした困難な状況の中で少なくとも今で
きることは、ゴリラの孤児を出さないように地元で働
きかけることでしょう。そして、それができるのはポ
ポフをおいて他にないと思っています。

絵：デヴィッド・ビシームワ

The Eye Witness (1999, POPF刊)より

「ロースト ブッシュミートはありますか？」

岡安直比

　カフジの孤児ゴリラについては、本当に心が痛みます。
私もコンゴ共和国でゴリラ保護プロジェクトに関わっ
た５年のあいだに、４０頭以上のゴリラとピグミーチ
ンパンジーのみなしごたちの面倒を見ましたが、現在
生き残っているのは半分以下です。その一番の原因は
何といっても、１９９７年にコンゴ共和国に勃発し私
自身も失職することになってしまった内戦の影響で、
サハラ以南のアフリカを１０年以上も蝕んでい
る政情不安の大きなうねりの前に、なす術もな
く立ち尽くしているという感想が正直なところ
です。
　ひとりひとりのみなしごを手塩にかけて育て、
野生に帰す作業は、類人猿の寿命が長く幼児期
も長いだけに根気と細かな気づかいが要ります。
経費も想像以上に掛かります。ゴリラやチンパ
ンジーはグループで暮らすので、人間の影響を
最低限に抑え、成長に従って仲間関係を充実さ
せて行くのは、個々の子供たちの性格に左右され、
容易ではありません。特に子ゴリラは精神的ス
トレスに弱いので、密猟のあとの衰弱を乗り切
っても、子供グループに溶け込めずに鬱状態に
陥り、命を落とすこともよくあります。野生集団の研
究者の中には、こういった育つかどうかわからない個々
のみなしごに資金と労力を注ぐより、なるべく広い範
囲の熱帯ジャングルを守ることによって、マス（集合）
としてゴリラやチンパンジーの集団を守る方が有効な
手段であると、野生復帰計画に否定的な人々も少なく
ありません。しかしアフリカの現状を見るにつけ、こ
れからはこの作業を気長に続けないことには、類人猿
たちは早晩絶滅するしかないような気がします。
　具体的にカフジのみなしごたちについては、すぐに
野生復帰計画が始められないなら、なるべく国立公園
内の人の少ない森へ連れていって、ふたりかせいぜい
３人の特定の飼育係（三歳までの子供であれば、女性、

特に子育て経験の豊富なお母さん）に交代で３頭いっ
ぺんに面倒を見てもらいます。飼育係は、自分の周り
に病気の人間がいるときは、なるべくゴリラに触らな
いようにしなければなりません。しかしそれ以外の時は、
密猟の痛手を負ったゴリラの赤ちゃんにはスキンシッ
プが何より大切です。
　ここではミルクの配合やフルーツの給餌について説
明している余裕はありませんが、とにかく人間の病気
を拾わないように、人間のハビタット（居住域）から
なるべく遠ざけることが肝心です。保母さんには、自
分の子供と同じように扱ってもらうことが大事です。
夜は研究所の寝室で休ませるにしても、なるべく森か
ら離さずに育てるのが彼らの将来にとっても望ましい
と思います。

ゴリラの孤児を保護するには
　　どうしたらいいか

ゴリラの孤児を保護するには
　　どうしたらいいか

山極寿一

　今、アフリカでは類人猿のブッシュミート取引が大
きな問題となっています。類人猿が生息する熱帯雨林
は近年急速に伐採され、木材を搬出する道路が奥地ま
でのびるようになりました。伐採作業に雇われた人々
がこうした道路沿いに村をつくり、都市から運ばれて
きた外国製品があふれるようになりました。しかし、
伐採が終わると、人々は物質文明の利便さと引き換え
に現金収入が得られる仕事を見つけなくてはならなく
なりました。人々が目をつけたのは、車が通れる道と
木材以外の森林資源でした。折悪しく、これらの地域
では近年内戦が頻発して、銃が容易く村人たちの手に
渡るようになりました。こうして中央アフリカの熱帯
雨林のあちこちで、ゴリラやチンパンジーが次々に銃
で撃たれ、その肉が食用に売買される事態になったの
です。
　ポポフが活動しているカフジ・ビエガ国立公園もそ
の例外ではありません。コンゴ民主共和国では、国内
法によってゴリラ、チンパンジー、ゾウなどの大型哺
乳類は保護動物とされ、保護区の外でも年間を通して
捕獲や殺害を厳しく禁じています。しかし、１９９６
年に内戦が勃発して以来、公園当局も警察もこうした
違法な密猟を取り締まることができなくなりました。
多くの人々が職を失い、内戦で安く出回るようになっ
た銃が、こうした人々を密猟へ走らせる結果を招きま
した。２年足らずのうちにゾウは狩りつくされ、次に
からだの大きなゴリラが食用の肉として狩猟の対象と
されたのです。
　さらに、カフジでは地下資源の採掘が事態を悪化さ
せました。カフジ・ビエガ国立公園は昔から金や鉄鉱
石が産出する場所として有名でした。内戦が始まって
監視の目が届かなくなると、人々は少しでも現金収入
を得るために金や鉄の採掘に走ったのです。コルタン（コ
ロンボ・タンタリウム）という金属が携帯電話などに
使われて価値が急騰したことが、この動きに拍車をか
けました。今カフジではヘリコプターが毎日空を飛び
交い、コルタンを積んだ飛行機が草だらけの
滑走路を飛び立ちます。森の中でコルタンを
採掘している人々は、最も安上がりな食料調
達方法として野生動物を狩猟します。ゴリラ

もその格好の対象とされたのです。
　一時、カフジ周辺の村々の市場ではゾウやゴリラの
肉が出回りました。この動きはポポフの活動のおかげ
で今は途絶えていますが、最近ゴリラの赤ん坊が各地
で人に飼われていることがわかりました。親を殺され
た後、人に引き取られた孤児たちだと思われます。こ
うした孤児たちが近隣の都市ブカヴだけでも３頭いる
ことが判明しています。いったい孤児たちをどう扱っ
たらいいものか、公園当局もポポフも頭をかかえてい
ます。
　昨年の４月にも、２歳の赤ん坊ゴリラが孤児として
公園当局に引き取られました。公園当局は人に慣れな
いうちに野生にもどそうとして、人付けしていたゴリ
ラの二つの集団（ミシェベレ集団とムガルカ集団）に
連れて行きました。ゴリラたちを刺激しないように、
休息時間をねらってそうっと孤児のゴリラを近づけた
のですが、オスもメスも孤児を受け入れようとはしま
せんでした。ヴィクトリアと名付けられたこの孤児は
他のゴリラたちから攻撃され、びっくりして人間の元
に逃げ帰ってきて、１ヶ月後に肺炎で死亡しました。
　この事件に懲りた公園当局は、孤児を引き取って野
生へ復帰させることに非常に慎重になっています。孤
児を保有している人から引き取れば、たとえそれが没
収であっても、「ゴリラの赤ん坊が売れる」という噂
を引き起こしてと密猟を助長しかねません。かといっ
て放置しておけば、健康状態が悪化したり、人に慣れ
すぎて野生には二度ともどれなくなる危険があります。
　昨年来、類人猿の研究者は野生の類人猿をブッシュ
ミート取引から守ろうと懸命の努力を続けています。
昨年５月にシカゴで行われた類人猿研究の国際会議では、
類人猿に保護上特別なステータスを与えるようユネス
コに要望することを決議しました。これを受けて、今
年１月にオーストラリアのアデレードで行われた国際
霊長類学会の総会では、大型類人猿を「世界遺産種」
とするようユネスコへ働きかけることを決議しました。
これは今まで地域や建造物の指定だった「世界遺産」
という概念を拡張して、世界のどこでも類人猿が私た
ちの貴重な財産であると見なし保護しようとする考え
です。日本霊長類学会は国際霊長類学会と共同で日本
政府に要望書を送り、日本が開発援助をしている国々
へブッシュミート取引を止めるよう働きかけてほしい
と要望しました。
　こうした動きが、法改正も含めて類人猿の保護を大
きく前進させてくれるだろうと期待しています。ブッ

ブッシュミートと
 　　ゴリラの孤児

ブッシュミートと
　　 ゴリラの孤児

絵：阿部 知暁
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コンゴ民主共和国キブ地方 の 昔 話
★どこでもゴリラ
ブローチ（新製品）

■ 岡安直比著

『サルに学ぼう、自然な子育て』

　　　　　草思社

■ 澤田昌人編著

『アフリカ狩猟採集民の世界観』

　　　京都精華大学

創造研究所ライブラリー

■ 吉田集而編

『眠りの文化論』

　　　　平凡社

■ 「少年ケニアの友」東京支部編

『アフリカを知る：

 １５人が語るその魅力と多様性』

　スリーエーネットワーク

近刊案内近刊案内
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鳥は どこから来たか 語り手：マラシ

　鳥は神様によって創られたものと言われていま
す。

むかし、神様は鳥を一羽だけつくりました。その鳥

は天上の国にくらし、地上に降りて行くことは神様

から禁じられていました。けれどもある日、鳥はお

なかが空いて、食べ物を探しに

地上に舞い降りてきました。そ

して、その後何度もやって来る

ようになりました。あるとき、

一人の猟師が森で動物の足跡を

追っていました。そして、今ま

で見たことのないその鳥が罠に

かかっているのを見つけまし

た。鳥は罠にかかっていました

が、傷つくこともなく元気でし

た。猟師は鳥を捕まえて、首を

ひねろうとしました。すると、

鳥は言いました。

「わたしは神様に創られた天上

の生き物です。この地上のもの

ではありません。今日は食べ物を探しに来てこんな

災難にあってしまったのです。どうかわたしを放し

て、天へ帰らせてください」

「いやだめだ、今日わたしの罠にかかった獲物は、

おまえだけなのだ」

　そう言うと猟師は、鳥を殺さずに縛って家へ持っ

て帰りました。家に着くと、猟師は鳥の羽をむしり

取ろうとしました。すると、また鳥は猟師に言いま

した。

「猟師さん、猟師さん、わたしは神様に創られた鳥

です。天上の国で暮らしている鳥なのですよ。食べ

物を探しに来てこんな災難にあってしまったので

す。どうか、わたしを殺さないで逃がしてくださ

い」

「いやだめだ。今日はまったく獲物のとれない日

で、わたしの食べ物はおまえだけ

なのだ」

　猟師は、鳥が羽をむしられるの

も殺されるのもいやがるので、そ

のまま鍋の中に放り込んでしまい

ました。火にかけられた鍋の中で

も、鳥はさっきと同じことを話し

続けていました。それを聞いてい

た村の人たちは、鳥を食べるのを

嫌がりました。人々が鳥というも

のを見たのもこの時がはじめてで

した。

　けれども、猟師は鳥を食べまし

た。鳥はそれでも話つづけていま

した。猟師が鳥を全部食べてしま

うと、猟師のお腹が膨らんできました。お腹はどん

どん、どんどん膨らみ、やがて家と同じぐらい大き

くなってしまいました。それでもまだまだ、お腹は

膨らみ続け、とうとう爆発してしまいました。

　するとその中から、何千、何万と言うたくさんの

鳥が、飛び出して来たのです。この時から、私たち

の住むこの世界にも、鳥がたくさんいるようになっ

たのです。おはなしこれでおしまい。

訳／絵 ： 伏原納知子
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ポポフ
の活動

紹介、
カフジ

・ビエ
ガ国立

公

園、東
ローラ

ンドゴ
リラ、

ポポフ
・グッ

ズ

などが
カラー

写真で
紹介さ

れてい
る他、

今

までの
ニュー

スレタ
ーがす

べて閲
覧でき

ま

す。ゴ
リラの

歩く姿
がとっ

てもユ
ニーク

で

すよ。
ぜひ、

一度ご
覧下さ

い。

ホーム
ページ

でもニ
ュース

レター
を見ら

れま

す、送
付を希

望され
ない方

は御連
絡下さ

い。

ポポフの
ホームペ

ージがで
きました

http://jin
rui.zool.k

yoto-u.ac
.jp/Popof

/index.ht
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☆ビチブ・ムフンブーカ

新絵はがきセット（5枚組）

☆ペンダント

☆キーホルダー

☆ポポフ絵はがきセット

（10枚組）

★手刺しワッペン

★ポポフペンダント

（新製品）

場所：堺町画廊
京都市中京区堺町通御池下る

〔地下鉄：烏丸御池南東出口10分〕

TEL: 075-221-5370

「ゴリラの保護とポポフの活動」

「ポポフ展」

ポポフ日本支部では、ポポフの会員が作成したポポフ・

グッズを販売して、その売上を現地の活動資金に寄付して

います。ご協力いただける方は、郵便局で青色の振り込み

用紙に口座番号：００８１０-１-９０２１７、加入者名：

ポレポレ基金と記入した上で、ご希望の品名を書き込み、

該当する金額をお振り込み下さい。折り返し、グッズをお

送りいたします。

☆ポポフ絵はがきセット（１０枚組)  １０００円

☆ビチブ
・
ムフンブーカ絵はがきセット（５枚組） ６００円

東ローランドゴリラ☆ペンダント　　　 ２２００円

☆キーホルダー　　　 ２２００円

（新製品）★ポポフペンダント １２００円

★ポポフイヤリング ２５００円

★ポポフピアス　　　　　　　　 ２５００円

★どこでもゴリラ・ブローチ（木彫り） ３０００円

★プチゴリラ（木彫り） ５０００円

（値段はすべて送料込みです）

木彫りのゴリラは、マウンテンゴリラでも西ローランドゴ

リラでもない、東ローランドゴリラの特徴が見事に表現さ

れています。野生のゴリラをつぶさに観察しないと出てこ

ない味があって、思わずグフフウウウウムとうならされる

こと請け合いです。

連絡先：〒606-8502京都市左京区北白川追分町　

京都大学理学部人類進化論研究室

ポポフ日本支部

お願い：上記のようなポポフの紹介とポポフ・グッズの展

示・販売を各地で行いたく思っています。可能な場所と展

示を引き受けて下さる方があれば、ご連絡下さい。

★
プ
チ
ゴ
リ
ラ

（

新
製
品

）

4cm

4.5c
m

☆手刺しワッペン １０００円

● ７月１日（日）～８月３１日（金）

� ７月１日、１３：３０より

� 講演：

� 「東ローランドゴリラの現状と保護活動」

� � 山極寿一

� 場所：千葉市動物園動物科学館

       � �  千葉市若葉区源町280

        � � Tel: 043－252－1111

● ９月１１日（火）～９月１６日（日）

● ９月１５日（土）

� 「ポポフ現地報告」

� � ジョン・カヘークワ

ポポフの代表者であるジョン・カヘークワさん

がはじめて来日します。２０年にわたるゴリラ

のガイド歴やポポフの活動から、さまざまな興

味深い話を聞かせてくれると期待しています

催しのご案内

　人に慣れていたゴリラたちにも助かったゴリラがい
ることが調査中にわかりました。ニンジャ集団は１９
９７年の１０月にリーダーのニンジャがパトロール中
の兵士に射殺されてから、メスと子供たちだけで森を
遊動していました。守ってくれるリーダーのシルバー
バックがいなくなったために、内戦が起こって密猟が
増えると真っ先に犠牲になったと思われていました。
実際、無数の銃撃を聞き、ニンジャ集団と思われるゴ
リラたちの死体が運ばれ
ているのを目撃した人が
いるのです。しかし、今
回の調査中にニンジャ集
団にいたビビとムパカと
いうメスたちがビリンド
ワ集団で生きていること
がわかりました。密猟者
に集団を襲われた際、散
り散りになって他の集団
へ移っていったのでしょう。
私たちが名前をつけた他
のゴリラたちにまだ生き
残っているものがいるか
もしれません。無事であ
ってほしいものです。
　他にも吉報があります。密猟者の襲撃から逃れて生
き残った集団を私たちはムガルカ集団と名付けていま
すが、昨年（２０００年）の６月に赤ちゃんが生まれ
ました。この赤ちゃんはチュバカと名付けられ、すく
すくと健康に育っています。お母さんのルシャシャは
ずっとこの赤ちゃんを胸に抱きしめ、なかなか見せて
くれませんでしたが、今年の２月頃からチュバカがお
母さんの背中に乗るようになりました。その愛らしい
姿は他のゴリラたちの注目の的です。新しく人付け（餌
を使わずにゴリラを人に慣らすこと）されたもう一つ
の集団はミシェベレ集団といって、３２頭のゴリラか
らなる大集団です。ここにも昨年１０月に赤ちゃんが
生まれ、ミレンボと名付けられました。最近、ムファ
ンザーラという別の集団でも赤ちゃんが生まれたよう
です。この集団は人に慣れていないために赤ちゃんの
姿を確認するのが難しいのですが、これが本当ならう
れしいことです。カフジのゴリラたちはベビー・ブー
ムを迎えるかもしれません。ゴリラの子供たちが安全
に暮らせるように、私たちも努力していこうと思って
います。
　内戦が終結せず、給料の支払いは停止したまま、物
資の流通も滞って私たちの生活は苦しくなるばかりです。
でも、ポポフの活動は徐々に広がっています。３年前
に村々に配った苗木はもう７～８ｍに育っています。
各家に１００本ずつ配ったので、十分な量があります。
すでにたきぎや建材に利用しているところもあります。
これで、保護区の木々を密伐しなくても自給できるこ
とがわかりました。こうした例を示しながら村人たち
に自然との共存を説いていけるようになったのです。
　環境教育プログラムも順調に進んでいます。この度、
ポポフの事務所前に等身大のゴリラの像をつくり、ポ
ポフの看板を据えつけました。ポポフが誇るアーティ
ストのデヴィッド・ビシームワの作品です。ここはキ
ヴ湖の湖岸道路と内陸へ向かう幹線道路の交差点に当
たり、たくさんの車や人が通ります。道行く人々は皆
ゴリラ像を見て、「ポポフって何」と聞いてきます。
その質問にていねいに答えることで、ゴリラを保護す

る必要性とポポフの活動への理解を広められると思う
のです。子供たちの環境教育を担うスタッフも２人か
ら４人に増やしました。２人ずつ組んでそれぞれ就学
前の児童と小学生を対象に環境教育を実施しています。
ポポフ日本支部から送られたパソコンはとても役に立
っています。カラー印刷ができるので、子供たちが興
味を引くようなイラストを教材にして授業ができるよ
うになりました。村人に配布するパンフレットも印刷

できます。
　大学生や成人向けの環境教
育は、バサボセさんが勤めて
いるコンゴ中央科学研究所の
協力を得て行っています。森
の自然史やその利用法につい
て講義を実施しています。と
くに、これまで狩猟採集活動
を主な生業にしてきた人々や、
ゾウやヒヒなど森の動物に畑
荒らしをされて困っている農
民の人々を対象に話し合いの
機会をもっています。今は生
活が苦しくても、私たちが誇
るコンゴの自然遺産を次世代
に残そうと努力を続けています。

また、国立公園で働いている監視員やトラッカーのた
めに、バサボセさんたち生物学者が特別なセミナーを
開講してくれています。現在、地元では公務員の給料
が３年以上支払われていないため、どこでも学校は閉
鎖状態です。親たちが教師の給料を負担し合ってやっ
と仮設校舎で授業が細々と行われているのが現状です。
勉学の機会を得られない学生がたくさんいます。ポポ
フはそういった学生たちにも地元の自然を教材にして
講義を提供しています。
　今年は８月に日本の屋久島で開催される「森林フォ
ーラム」へ出席を予定しています。初めて見る日本は
どんなところだろうといろいろ想像しています。日本
の皆さんとゆっくり話をしたいと思っています。楽し
みにしていてください。

絵：阿部 知暁

　カニュニ・バサボセ

　今年（２００１年）の３月２３日にポポフはカフジ・
ビエガ国立公園の周辺に居住する村人たちを集めて、
今解決すべき問題について話し合う会を開きました。
集まったのは、これまで密猟をしていた人々、公園で
ガイド、監視員、トラッカーとして働いている人々、
野生動物の肉を売り買いしている人々、村長や地域の
首長、研究者、学生、アーティストなどさまざまな立
場や職業の人たちです。話し合いは朝の９時から夕方
の４時まで及びましたが、絶滅の危機に瀕している野
生動物の狩猟を促進する大きな原因は次の４つである、
ということで意見は一致しました。
１． 内戦による不安
２． 経済の悪化による貧困の加速
３． 無知（教育の欠如）
４． 狩猟採集民トゥワ人が抱える問題
　では、これらの問題にどういう対処の方法があるの
でしょうか。�今後さまざまなレベルで多面的な解決策
を講じていかなければならないと思います。
　まず、政治的不安定については、国連やアフリカ統
一機構（OAU）の力を借りて内戦の終結をはかるしか有
効な策はありません。公園や保護区の森を徘徊してい
る武装ゲリラたちも、国連の助けを借りて彼らが難民
となってやってきた国へ帰ってもらう手段を講じるの
が一番でしょう。同時に、公園に隣接する村々では武
器を回収し、銃を用いた密猟をなくすように努力しな
ければなりません。国内で対立している政治勢力がル
サカ合意を守るように国連や諸外国が働きかける必要
があります。その上で、公園や保護区の監視員へ今ま
でのように武器を配布し、安心してパトロールや密猟
の取り締まりができるようにしなければなりません。
そして、公園が自立して運営され地元に財政援助がで
きるように、早く観光事業を復活させる必要があるで
しょう。
　公園の周辺は１ｋｍ２あたり３００人以上の高密度で
人々が居住し、これまでの過剰な農耕によって土地は
すっかりやせ細ってしまいました。このため、作物の

収量は低く、家畜の生産も思わしくありません。土地
を肥えさせるために思い切った改良事業が必要です。
観光事業の収入を農業の改善にあて、雇用を増やすこ
とができれば経済は好転するでしょう。貧困による飢
えや栄養不足が明らかに密猟を助長しています。小さ
なコミュニティーを単位にして貸付金制度を設け、農業、
牧畜、養鶏、魚の養殖などの事業を起こし、食糧供給
を促進したらどうでしょうか。また、密猟に走る人々
の多くは村で仕事もなく、学校へも行けない若者たち
です。親たちが子供たちに教育を受けさせ、仕事を与
えることができなくなっているのです。このような若
者たちに将来を任せることはできません。きちんと教
育を受けさせ、健康を管理した上で、村づくりに貢献
できる人材に育てなければなりません。それには教育
事業のための法整備と財政援助が必要です。今のところ、
政府にはその力はありません。NGOの協力の下で少しで
もこの状況を打開するしかないでしょう。
　この土地に居住する人々の多くは、そしてとくに密
猟者たちは読み書きをすることができません。密猟者
たちはどの動物が絶滅の危機にあり、どの動物がそう
でないかを区別することができません。この無知が危
機にある動物たちを激減させる大きな原因になってい
るのです。さらに、教育の欠如は公園当局の説明への
理解を阻み、人々が自然環境から受けている恩恵につ
いて学ぶ機会を奪っています。これらの問題は、危機
にある動物たちを保護する活動を地域住民が一体とな
って促進することを阻んでいるともいえるでしょう。
これを改善するためには、識字教育をするセンターや
地域のすべての人々が環境教育を受けられるセンター
をつくる必要があります。そして、環境教育や野生動
物の保護に関する地域活動を、政府、公園当局、NGOが
協力して支援していかねばなりません。
　１９７０年にカフジ・ビエガ国立公園が設立された際、
公園内に居住していた狩猟採集民のトゥワ人たちは住
む場所を失いました。その補償をこれまできちんとし
てこなかったことが彼らの公園に対する反感を買い、
保護政策への障害となってきたのです。彼らは未だに
自分たちを「森の民」と呼び、狩猟への強い情熱をも
っています。農地で蔑視されて生きる彼らの生活は悲
惨なものだと言わざるを得ません。彼らが密猟に走る
ことを防ぐためには、公園当局が公園内の様々な活動
に彼らの協力を呼びかけ、雇用を増やすことが不可欠
です。もはやトゥワ人たちが猟をできるような森はこ
のあたりに残ってはいません。彼らが農耕に馴染める
ように、農耕活動を支援する小プロジェクトが必要です。
彼らの文化を保存できるように、女性たちが手工芸品
を製作できるような経済援助も重要です。とくに、ト
ゥワ人の子供たちが教育を受けられるように、健康状
態を改善できるように公園当局やNGOが率先して努力す
る必要があるでしょう。忘れてはならないことは、こ
れらの活動がトゥワ人の文化を促進するように働くこ
とです。
　これらの解決方法は、今の状況では実行するのが難
しく、希望や夢に過ぎないところもあります。でも、
この話し合いのおかげで人々が何を望んでいるか、何
を目指して活動すればいいかがよくわかりました。こ
れまで対立していた人々も和解できる可能性が開けま
した。今後、ポポフを中心に少しでも先を進むべく努
力をしていこうと思います。

保護にとって
 緊急の課題とは何か

保護にとって
 緊急の課題とは何か

絵：デヴィッド・ビシームワ
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TBS２１世紀プロジェクトによる「日本GREAT APES保護基金」から５０万円の寄付を受けました。このお金は日本で
パーソナル・コンピュータ、現地でプリンターと英語、フランス語のソフト購入にあてられました。現在、ポポフ事務
所唯一のコンピュータとして大いに活躍しています。

２０００年５月より２００１年４月まで 会 計 報 告
収  入
　昨年度よりの繰越金　　　　　　　　２１５,９５５
　講演会・シンポジウム　カンパ　　　　３４,２５３
　展覧会　売り上げ　　　　　　　　　１３７,１６６
　作品売り上げ寄付　　　　　　　　　　４６,４８０
　寄付（現金）　　　　　　　　　　　５７５,０００
　売り上げ・寄付（郵便振替）　　   １,０６４,９００
　ポポフ・グッズ委託販売　　　　　　　４０,０００
　利子　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９２

　　　　　　計　　　　　　　　　   ２,１１３,９４６

支  出
　ニュースレター制作費（６，７号）　１０８,３６２
　ニュースレター、ポポフ・グッズ送料　４９,６２３
　封筒印刷、制作費　　　　　　　　　　１７,３２５
　ホームページ制作費　　　　　　　　　３０,０００
　ポポフ展準備費、雑費　　　　　　　　３８,０６９
　パソコン購入費（現地へ寄贈）　　　１４６,７９０
　ポポフへ送金　　　　　　　　　   １,５５０,０００
    次年度への繰越金　　　　　　　　　１７３,７７７

　　　　　　計　　　　　　　　　   ２,１１３,９４６

活動報告：前ページより

１１月９日、１０日
　● シンポジウム発表
　　� ポスター「カフジ・ビエガ国立公園における

　　　　　　　　 ゴリラの生息現況と保護対策」
　　　　� 山極寿一・カニュニ・バサボセ
　　� 講演「コンゴの内戦とゴリラの危機」　　　　　　
　　　�� 山極寿一
　　　�� � サガ・シンポジウム（犬山）
１２月９日、１０日
　● 第５回京いきいきボランティアまつり
　　� ポポフ・グッズ出品、販売　　　　　　� 　　
� � � みやこめっせ（京都）
１２月２７日
　● 「ポポフとゴリラの夕べ」
　　� 現況報告　　カニュニ・バサボセ
　　　　　　　　　� 堺町画廊（京都)

２００１年
１月１１日
　● 学会発表　"Crisis of Gorilla Conservation 
                                                   in the Kahuzi-Biega National Park"
           　�� Kanyunyi Basabose & Juichi Yamagiwa
                                                The 18th Congress of the International
                                                     Primatological Society (Adelaide)
２月１日
　● シティーキャンパス講座「動物と動物園」
� 「ゴリラのしぐさから学ぶこと」　　　　　　　�
　　　　�� 山極寿一　　　　　　　　　　　　　　�
� 　　　�� 佛教大学四条センター（京都）

ジョン・カヘークワ

　日本の皆さんお元気ですか。こちらはとてもあわた
だしい１年でした。ポポフニュース７号でご紹介した
ように、昨年（２０００年）６月にはカフジ・ビエガ
国立公園でゴリラを含む大型哺乳類の生息数調査がは
じまりました。これはWCS（国際野生生物保護協会）、
DFGF（ダイアン・フォッシー・ゴリラ基金）、GTZ（ド
イツ国際協力事業団）、IGCP（国際ゴリラ保護計画）
などの資金や技術援助を受けて、コンゴ人のみからな
る調査チームを編成して実施した画期的な試みでした。
内戦が続いているために、外国の研究者が参加できず、
こういう形をとることになったのです。ポポフのメン
バーも研究者、調査補助員、ガイド、トラッカー、キ
ャンプ・キーパーなどさまざまな立場でこの調査に参
加しました。森の中に銃をもった密猟者やゲリラが徘
徊しているので大変心配しましたが、８月の半ばに無
事終了することができました。
　調査の結果、予想以上にゴリラが生き残っているこ
とがわかりました。１９９８年の８月に起こった内戦で、
ゾウやゴリラの密猟が急増し、ゴリラ・ツアーでやっ
てくる観光客を受け入れてくれていた４つのゴリラ集
団のうち３集団までがほぼ全滅してしまいました。こ
のため、国立公園全体でもゴリラの数は３分の１かそ
れ以下だろうと推測されたのです。ところが、今回の
調査でまだ半分のゴリラが生存していることが確認さ
れたのです。調査を行ったのは標高の高い山地林の部
分約６００ｋｍ２で、ここでは１９９０年と１９９６年
に同じような調査が実施されています。１９９０年に
は２５群２５８頭のゴリラが、１９９６年にはやはり
２５群２４７頭のゴリラが数えられています。今回の
調査では１３群１２９頭のゴリラを数えることができ
ました。人にまだ慣れず、森の奥にひっそりと暮らし
ていたゴリラたちは幸運にも密猟者から逃れることが
できたのだろうと思われます。

危機のなかで危機のなかで

（「ポポフとゴリラの夕べ」にて）

　

ポポフ（POPOF）はポレポレ基金（Pole Pole Foundation）の

略称で、1992年にコンゴ民主共和国で設立されたNGO（非

政府・非営利団体）です。ポレポレとは「ぼちぼち」

という意味のスワヒリ語で、あせらずゆっくりと運動

の輪を広げていこうという気持ちがこめられています。

　ポポフの目的は、コンゴ東部にあるカフジ・ビエガ

国立公園の周辺で自然環境の保全、絶滅の危機に瀕す

る東ローランドゴリラの保護、地域振興、自然保護教

育を実践することにあります。

　会員はほとんど国立公園周辺に居住する地元の人々で、

調査団を組織して土壌や動植物相の現状を調査したり、

自然資源の持続的な利用をはかるように村人たちに呼

びかけています。子供たちの年齢に合わせて環境教育

のプログラムをつくり、就学前の児童から、大学生、

主婦にいたるまでさまざまな教育事業を実施しています。

また、国際交流を高めるために観光客に配布するパン

フレットや絵はがきをつくったり、地元でエコ・ツー

リズムを推進するための活動をしています。

　こういったポポフの活動を支援するために、日本支

部ではカフジ・ビエガ国立公園周辺の人々の生活、ア

ート、東ローランドゴリラを題材にした絵はがきを作

成して販売し、展示会、講演会を開いて寄付を募り、

現地で必要な物品を購入する資金にあてています。また、

民芸品を作成する技術やアイデア、自然保護教育のた

めの教材をを提供したりしています。現地コンゴの政

治情勢が思わしくないため日本ではまだポポフの会員

を募集するまでに至っていませんが、将来日本からも

人材を派遣してより国際的な活動ができるようにして

いきたいと思っています。

　ポポフニュースは、最近のポポフの活動を紹介し、

今までに日本で集められた資金がどのような活動に使

われたかを報告するニュースレターです。現地の人々

やゴリラの近況についても報告していこうと思います。

また、ポポフが創作したポポフ・グッズや絵はがきの

販売についても紹介しますので、お知り合いで興味の

ある方にもぜひ伝えていただきたいと願っています。

（２０００年５月より２００１年４月まで）

２０００年
５月１８日
　● 自然ふれあい講座「動物たちの隠れた世界」
　� 「ゴリラの中のヒト」　　　　　　　　　 �            �
� � 山極寿一 
　　　　　　　�� 高槻市生涯学習センター（高槻）
５月２１日
　● 犬山市民公開講座「ゴリラ大百科」
　� 「謎多き森の巨人・マウンテンゴリラ」　　　　　
　　　　� 山極寿一 
　　　　　　　�� 日本モンキーセンター（犬山）
５月２３日～６月８日
　●特別展「ゴリラにっき」－あべ弘士とゴリラの世界
　　　　　　  　　　 � 堺町画廊（京都）
５月２３日
　� 「コンゴ民主共和国の東ローランドゴリラの現状報告」
　　　�� 山極寿一　
　� 「動物たちのおはなし」　　　　　　　　　　　　
　　　　� あべ弘士    
� � � 堺町画廊（京都）
５月２８日
 　● 学会発表「コンゴ民主共和国における
�      内戦と野生動物保護：危機打開へ向けて」
　　　�� 山極寿一
　　　　　      � 　　　日本アフリカ学会（広島市立大学）

デヴィッド・ビシームワとポポフの新しい看板（本文３P）  活 動 報 告
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